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4
,

2 xm 一 3x 1 は 因数分解 できないので

解 の 公 式 を 用 いる

x=
( 3 ) ± √ (. 3 ) 4 ×2
×

t

丈

啞
参考
ax

2
t bc t C = 0 la キ o ) の 解 の 公式 は

*
b ±vbr式
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x = 3 のとき

y = 超 = や土 感斗ーiKn変域入
m変域

x = 6 のとき

Y = xR =2
よって Y の 変域 は 2 ≡ y ≡ 4

mmm

しおうぎ 形 の 弧 の長 さ = 直径 × π Y中心獣一
2 × 9 × T π階顛

1

= 18 π ×

8

= πcmm～
3

ワ
.

BT に 対 して

LBA C : 円 周角
L BOC : 中心角

中心角 = 2 × 円周角 より

LBOC = 2 × 29

= 58～



∞ OB C において
,
OB

,
O C は 円 O の 半径 なので

OB = OC

よって 0 OBC は = 等辺三角形 。
=等辺三角形

は 底角 が 等 しので
∠ OB C = LO CB = x

よって
58 t x t x = 180

2 x = 122

x = 6～
8

A D

B い C E い F

ア A D
3
辺 がそれぞれ 等しい

ーッ .
彡 ので 常 に 成 り 立 つ

B い C E い F

ィ A D 2組 の辺 とその 間 の

角 がそれぞれ等 しので
.

. 常 に 成 り 立 っ

. ,
B 1 い C

E

1 F



ウ A D

三角形 の 合同条件 に
. . 当 てはまらないので

B い c E
(

い
(
F 常 に 成 り 立 っとは 限 ら

ない

工
A D

1 組 の辺 とその 両端 の

角 がそれぞれ等 しので

B
.

い
11
C E

)
F"

ル 常 に 成 り 立 つ

よって 答 えはW

回 vion
ー

= , 2
,
3 , 4 ∴

となれば 良 い

n = 1 ⇒ √ io* = 「9 = 3

→ Vio ュ
ー

0

n = 2 =√8 = 22 ×

n = 3 ⇒ √ 1 o3 =π×

～ 4 → Vio* = 8 人
ー

n = 5 ⇒ √10 5 = 5人二
n = 6 ⇒ √106=^4 = 2 e

ー

n = 17

n = 8

⇒ 1o ー 7

=☆×→√1 o 8子 =Ʃ ×

n = 9 ⇒ √iog =λ = 1 0



n = 10 ⇒ √ io世 =√0 = 0 人
～

O は 正 の 整数でない
n 三 1 のとき 根号 の 中 が 負 の数 になるため
正 の 整数 にならない 。

よて ,
n
= 1 ,

6
,

9
～
～

(別解 )

☆ が 正 の 整数になるには ① が 平方数
となる 必要 がある 。

1 ～ 10 の 中 で 平方数 なのは
1

,

4
,
9

万 2 節 √ ion
一

=作

よって / より l 0 n = に

io n = に ⇒ n = 9√ √n = ( 2
ー

10 一 n = 22 ⇒ n = 6 より 10 n = 22

10 . n = 3
:

⇒ n = 1心n = 。 より

よって
n

= 1 ,
6
,

9mmm ( o n = 32

2
.

大人 1 人 の 割引前 の 運賃 を x 円

軍子 ども 1 人 の 割 引前 のを Y円工賃
として 連立 方 程 式 をつくる

大人 2 人 と 子 ども 5 人 がロ ー プウェイに 乗車 した

ところ
,
運賃の 合計 が 3800 円 だったので
2 x t 5 y = 3 800 ー ①



大人 5 人 と 子 ども 10 人 が 同 じロ ー プウェイに

乗車 したところ
,
全員分の運賃 が2 割引となる ～ ～
～～～

大人 の 2 割引 きの運賃 は 18 x

子 どもの 2割引 きの運 は 18 Y賃

団 体割引 が適用 され
,
運賃 の 合計 が 6800 円

だったので

108 x × 5 δ y × 10 = 6800 ー ②

⇒

4
x t 10f

0

y = 6800

)
1

4 x t 8 y = 6800

x t 2 Y = 1700

⇒ x t 2 Y = いて OO ー ③

①
,

③ より

{ 2 x t 5 Y = 3800 ーー③
x = 2 Y = 17 00

①ー × 2 より③

2x t 5 Y = 3800

2x t 4 Y = 340ー
Y = 400

Y = 400 を ③ に 代入 して

x t 2 × 400 = 1700 ] x = 1700800

x = 900

よって 大人 1 人900
円 子 ども 1 人 400 口ベ



3
.

x ー 8 x ± 2a t 1 = 0 ー ① に x = 3 を 代入 すると

32 8 × 3 t 2a 1 = 0

9 , 2 4 t 2 a ± 1 = 0

2a 14 = 0

∴ a = 7
～

またのに a = 7 を 代入 すると
x

ー

8 xt 2 × 9 1 =07

x8 x t 15 = 0

( x 3 )(x 一 5 ) = 0

∴ x = 3
,

5

x = 3 以外 の 解 なので x = 5
～

回
1

.
大 小 2つのの 目 の 出方はシ

6 × 6 = 36 通 り

さいころの 目 の 出方 を ( 大 きいさ " : 3
,
小 ± " さ :3 )

と 書 くことにすると積 が 25 以上 になるのは

( 6
,

6 )
(
6 ,

5

)
(

5,
6

) , ( 5 ,

5 )

の 4通 り
。
したがって 求 める確率 は

364 =

9±



2

メ50800,
キャップ 50個 → 赤 が 15個 2
キャップ 800個 → 赤 がx

個fox

∴ x = 15 × 5800 = 2 40 個
～

3

しり 第 1 四分位数 ; 下位 デ ー タの 中央値
第 2四分位数 : デ ー タ 全体 の 中央値
第 3 四 分位数 : 上 位 デ ー タの 中央値

, /
/

, , , ,

デ ー タを 小 さい 順 に 並 べると
1
,
3
,
4

,

5
,
6
,

6
,
8
,

"" 3
, 13 , 5 .

1: :: ハ: 中央値下位の中央値 上位 の 中央値 :
最小値

最大値
よって

第 1 四 分位数: 警 = 4 .
5

日 ～
～

第 2 四分位数 :巻 = 7 日
～～

ヒ 第2四分位

1 い一 1ー
^

↑ 1 ↑
最小値 第 1 四分位 最大値八第3四分位



( 2 )

) ) )
: :3000 へ

6
.50 設の 1890

12 .⑤
B 市 と C 市 の 範囲 を 比 べると

B 市 の 範囲 : 18 一 4 = 14
ー

C 市 の 範囲 : 20 3 = "
ー

また B 市 と C 市 の 四分位範囲 は
B 市 の 四分位策囲囲 。 12 .

5 6 .
5

北 (

市 の 四分位範囲: 13. 5 = 8二
よって B市 よりも C市 の 方 が 範囲 も 四分位範囲 t
* ^ * の * ェ ー "の 散***
*

～
ー

は 大 きい

出
o0

P OPAB は = 等辺
1

三角形
小

こ

⇒ 底辺 の垂直二等
P

メ ー 0 分線が頂点 P

A B7
" "

を利用



2

( ) OABG で 三平方 の

入」 4
定理 より

そ
.

BG =√4 t
ー

=√16 t 4
ー

= 0
= 25cmmmm

( 2 )

ノ一
ー点 OABC を 店面とすると

」ABCIAGJ三角 すいの 高 さは AG

三角柱 ABC DFF の 体積 は

2 × 4 × 上 × } = 2/
三角 ず G ABC の 体積 は
人

2 × 4 × 五 × 2 × ☆ = 5 cm
3

よって 求 める 体積 は

12 = 38 = ③⑪ 一 ⑤ =参m



3
:

X

い 11

0

0
0

OABC は AB = A C の =等辺三角 形 なので
底 角 が 等 しい

。
よって

LA CB = LABC ー ①

O DB C と O D CA において

仮定 より

LA CB = LACD ー ②

①
,
② より

∠ DBC = DCA ー ③

共通 な 角 は 等 しいので
∠ BD C = ∠ CDA ー ④

③
,

④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

ん DB C ∞ O D CA (証明終わり )



5⑤
"

①
y = xc

〉

Ay = xex軸 で 対称
⇒ y = =xmm
～

( 2 )

(2 )**つ ー
～ー

i
1

忘 亡 {
点 A は Y = のグラフ 上 にありC = 2 なので

Y =
2

= 4

点 B は 点 A について Y 軸 で対称 なので x = 2

また
,
点 B は Y = x のグラフ 上 にあるので
Y = ( . 2 )

2

= 4



よって OOAB の 面積 は
4 × 4 × Ʃ = 8

したがって 0 O CD の 面積 が δ になれば 良 い
。

点 C は Y = axi のグラっ 上 にあり x = 4 なので

y = a × 42 = 16 a

点 は 点 について Y軸で 対称 なのでx*

また
,
点 は Y = x のグラフ 上にあるのでっ
y = a × ( 4) = 16 a

=山
,
16 a )(

↓ i
ー

.

4ーー
4
ー

( 4
,
16a )1

1 lba
: 亡 1

ー 4

よって 0 OCD の 面積は
8 × 16a × 王 = 64 a

これが δ になれば 良 いので
64 a = 8 ⇒ a = 8

～



(別解 )

L OAB の 底辺 BA = 4
,

□ OCD の 底辺 CD = 8

よって 底辺 は 2 倍 である
。

面積 が 同 じなので 高 さが 土 となれば 良 い

したがて

4 × 土 = 16 a ⇒ a =
上
8

底辺 が 2倍 mmmm

ー
DOAB 二 0 OCD

ひ
高さが 土倍

( 3 )

(2 , 4 )

(4 , 16 a )

(4 ,

16a )



AC / / DO より直線 AC と 直線 D O の傾きが
等しくなれば 良 い
～

また 。 1 次関数 では傾 きと 変化 の 割合 は 一致する
。

傾 き = 変化 の 割合 =

x の 増加量
Yの 増加量

点 A (2 , 4
)

点 B ( 4 , 16 a
)
, 点 C( 4

,
16 a ) より

直線AC の 傾 き =

4 .
260ー

4 = 8 a 2

直線 DO の 傾 き =

0 ( ①16
a
= 4 a

したがって

8 a 2 = 一 4 a

12 a = 2

a = 8
ー

a は O L a c ( より Q = 中 は 適 する
。

メ a = 3 であれば O L a c 1 を 満 たさないので

適 さない 。
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B社 の 料金プランで 200 kwh を使用 したとき

1 kwh あたり 20 円 なので
3000 ← 200 × 20 = 7000 ロー
電量料金基本料金

電気 料金 が 9400 円 なので 使用 した 電力量は
200 kwh を 超 える 。

使用 した 電力量 を x kwh とすると 200 kwh を

超えた 電力量 は
x 200 kwh

と 表 すことができる 。 したがって

m～

3000 ← 200 × 20 = (x 200 ) × 24 = 9 ～
okwhまでの料金
～

wn を 超えた料金400基本料金
式 を 整理 すると

3000 t 4000 t 24x 4800 = 9400
24 x = 7200

C= 30 0

よって 気電使用量は 300kwh ～
m



( 2 ) 電気使用量 x kwh 電気料金 Y 円 より
A社 の 料金 プランは

Y = 2400 × 200 × 22 t ( x ー200 ) ×28
ー雄
～ ～

2 okwh を超えた200 kwh までの

料金 料金
式 を 整理 すると

y = 2 400 t 4400 t 280 5600

= 28 x t 1200
～

～

( 3) ① ≡ x ≡ 200 のとき

A社 の 電気料金 は
Y = 22 x t 2400

C社 の 電気料金 は

Y = 25 x ± 2500

したがってグラフの 形 状 は 以下 の通 り
ry

A社で 200 kwh使用

⇒ 22 × 200 t 2400

= 6800ーぴ器十2歩
に下 に好二

C社 で 200 kWh使用
⇒ 25 × 200 t 2500

( 7 x

200 = 7500



x ≥ 200 のとき

B社 の 電気料金 は
Y = 3000 ← 200 × 20 ± (x . 200 ) × 24

= 3000 十 4000 t 24 x . 4800

= 24x t 2200
～

C社 の 電気料金は

Y = 2500 t xx 25
= 25 x t 2500
～

したがってグラフの 形 状 は 以下 の 通 り
y

へ

二大
C社 社 で 200 kwh使用。

⇒ 24 × 200 ± 2200

7500. ー ① 小
～ 二候き B社

= TOO 0
ー17000 0

mm～

: B社 の傾 き ⇒ 24 C社 で 200 kWh使用
C社 の 傾 き ⇒ 25

⇒ 25 × 200 t 2500

る00
7 OC

= 7500

よって , B 社 の 通 る点 ( 2 oo , 70 oo) はC

社 の通点 ( 2 o 0 . 7500 ) よりも 下
にあり B 社のグラツは24 c 社のグラつの 傾きはは

～

～

人

ので B 社 のグラフは C 社 のグラフより 下側 にあり

B社 の 方 が 安 い
。



回
1

左端 中央 右端
① 回

ル@ ⑤ く く④ ③
〉回 ,⑧ 7 ⑨ ) ⑩

く ④ く 凸 く ⑩ く ⑩
→⑤ →⑩→凸 ー⑧

く ⑨

ア ィ ウ 工 オ

よって
,
全体 の 回数 が 19 回 目 のときにまたる

線 は 工 で
,

工 をまたいているのは 6 回
～～

2
左端 中央 右端

3ayza 3 a 一 2 a②@
い い →① . → →@

2atazaayzata
"

at
*

a**r
*

=
→→ →→

3 atv 3at 2 ↑ {
at3atal
" a =ac

11 い

4a 1 4a
n = a本
.azara a ,2..c1
ーー

n = a 本 n = a本
, 2 . ッ ata
ー

n = a 本



整理すると

左端 中央 右端
×ーa* → a

←attat←
zay

←zczat←
3a2

←
3ar

=
3a

tµωza@

a
〉

a a
く く

a
〉

よって , 1往復 で a t 十ta a a = 4 a 回 なので

3 往復 では
4 a × 3 = 12 a 回

mm

る
I n = b のとき

左端 ゴー ル 中央 右端

ー

ー

ー
ー

ゝ

.

→① b
〉

D b
く く

国 より
± bb b 1 = 3 b 1 回 ～
～



口 難問
左端 ゴ ー ル 中央 右端

ー → → →

.ェ←←←←ー←
.

一士

ー←

→ → . . → →

乎①
1往復 4 b 回 なので

6往復 は 24 b 回ロ ー

1回全体の往復回数 を 求 め 行 きすぎた回数を 引
く
～

ー

～

左端
,

右端 以外 は
1
往復で 2 回 またぐ ～
～

よって
,

左端 から 2番目 を 12 回 またぐ ⇒ 12 ÷ 2 = 6 往復
～ 一

6往復 の 全体 の 回数 は 2 より 1 往復が 4 b 回
～～

なので
,
4 b × 6 = 24 b 回
～

左 から 2 番 目 は 24 b 回 より □ 1 回行 きすぎるので
24 b ( b1 ) = 23 b t 1 回
～

これが I の 3b 1 の 8 倍 と 等 くなるので

8 ( 3 b 1 ) = 23 b 1

24 b 8 = 23bt 1

二b 9
mm


